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　第 7 章の結論で次の 3 点を指摘した．
　①本研究が明らかにした，人間と在来知と科学知が
ハイブリッドに混在する様相は，伝統野菜のタネ／
シュと F1 種の二項対立，つまりは在来知と科学知の
二項対立を越えるものである． 暮らしに混在した在
来知と科学知を使いこなす農家の在来知によって伝統
野菜のタネ／シュが受け継がれていることを指摘し
た．さらに，経済的価値ももたらす伝統野菜制度や，
観光地の存在も大きな役割を果たす．今や科学知を応
用した F1 種のような均一性も，混淆する．このよう
に，在来知のタネ／シュ，科学技術のタネ／シュ，農
業技術，伝統野菜制度，観光など様々な要素が絡み合っ
て現代を生きる伝統野菜が構成されている． 
　②伝統野菜化に伴い，野菜のタネ／シュや栽培技術
の取捨選択が行われてきたプロセスを示すことで，現
代を生きるタネ／シュと人間の複雑な在りようを明ら
かにした．このことは，科学技術も取り込んだ現代農
業を扱う研究が不足している民俗学に対して新たな知
見をもたらしたと言えよう．
　③伝統野菜を地域内で消費するか，外部へ売り出し
ていくものとするかによって，タネ／シュの扱い方が
変わることが明らかになった．このことは，伝統野菜
と観光との相関性を詳らかにするもので，観光業に直
接携わっていない農家の暮らしにも観光が与える影響
を示唆するものである．■
